
愛知県半田市及びその周辺地域活動団体の活動地域

半田市地域循環共生圏推進協議会活動団体名

愛知県半田市中間支援主体名
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地域の現状

地域循環共生圏の構築を通じてありたい地域の姿

ローカルSDGs事業として取り組む内容地域に必要なプラットフォームの体制や仕組み

活動計画（概要）



2026年度末の状態目標

2025年度末の状態目標

2024年度末の状態目標
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【年度当初計画】 3か年状態目標

・事業実施

・国等による支援策調査検討

・事業化検討

・実証試験の実施

・地域内の多様な主体に対しプラットフォーム参画へ向けた調整を行い、仲間を探す
・地域課題の現状把握、課題解決につながる事業の精査により地域のビジョンを描く
・事業化内容の検討と、事業化への課題検討事業化にあたり事業主体を決定すること
で体制を整える

・事業性調査の実施、事業の一部実施と先進地ヒアリングにより事業化への課題整理
を行う
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3月2月１月12月11月10月9月8月7月６月5月4月

活動団体
の活動

活動団体
の活動

中間支援主体
の支援

中間支援主体
の支援

活動・支援のプロセスの振り返り
■R6年度活動・支援内容

●中間支援ギャザリング① ●中間支援
ギャザリング②

●キックオフ

経費執行可能期間

●ステークホルダー
ミーティングの開催

畜産ふん尿など地域資源を活用し生産されたバイオ液肥の利用拡大の検討
●中間支援主体との打ち合わせ兼キックオフ資料の相談

中部環境事務所やEPO中部からの支援を受けて地域循環共生圏づくりを推進

ソーラーシェアリングやIoT活用による持続可能な農業の実現の検討

剪定枝や農業残渣といった未利用バイオマスを活用したバイオ炭の製造、活用の検討

現状把握

関係者ヒアリング

事業化の検討

●年度当初活動計画・予算書 ●成果物3点セット ●成果物3点セット

連絡調整会議を毎月開催 また適宜ステークホルダー会議へ参加

地域のステークホルダーへの声掛け

事業化に向けた支援

●中間支援の
振り返りシート

●年度当初支援計画

●中間共有会

関係者ヒアリング現状把握

●年度当初活動計画・予算書
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活動・支援のプロセスの振り返り

中間支援主体の支援
 取組を活動団体が進めるにあたっての見立て

 具体的な支援内容（打ち手）

 打ち手による活動団体の変化

 中間支援主体としての気づき・成⾧

■今年度、地域循環共生圏づくりのポイントとして注力したアクションサイクル①

活動団体の取組
 活動名・時期

 なぜそれを実施したのか（実施目的）

 実施したことによって共生圏づくりにど
のような変化が起きたか（活動団体自身
の変化・周囲の変化等の共生圏づくりに
関わる進捗）



 （特に前２スライドの支援を実施するにあたり、）今年度、力を入れて取り組んだ中間支援
は？ (中間支援機能チェックリスト.xlsxより上位3つを選んで記入）
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活動・支援のプロセスの振り返り

 共生圏づくりを進めるために、活動団体の
能力をどう引き出せたか

 R6課題だと感じたこと

 中間支援主体として向上したと思う中間
支援機能

支援をしたタイミング等項目（番号）中間支援機能協働ガバナンスの項目

日常的なコミュニケーションの中で①プロセス支援

新たなステークホルダー候補との関わりが生まれたとき④変革促進

ある程度の情報共有が行われたタイミング④問題解決提示
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地域循環共生圏づくりに向けた次のアクション

 活動団体がアクションサイクルを回せ
るようにするための次年度の見立て・
打ち手（具体的な支援策）

•

•

 地方・全国事務局にサポートしてもらえると嬉しいこと

 地域循環共生圏づくりのために、どの
ような中間支援機能を発揮できるとい
いと考えているか。R7～中間支援主体
として今後どのようになりたいか。

•


